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群馬大学創基150周年記念事業

明治６年（1873年）、全国に学校の設置を促す「学制」に対応するため、
群馬の地でも教員を養成する「小学校教員伝習所」が設立されました。
これが群馬大学の始まりで令和５年（2023年）に150周年を迎えます。



ごあいさつ
　群馬大学は令和５年（2023年）をもちまして、本学の起源とする「小学校教員伝習所」設立から
150年を迎えます。これを記念して、「創基150周年記念事業」を開催いたします。これもひとえに、
皆さまのご支援の賜物と心より感謝申し上げます。
　「小学校教員伝習所」が開設された明治６年（1873年）は、明治維新のただ中で、日本が近代国家
へと生まれ変わろうとしている時でした。教育制度に関して言えば、明治４年（1871年）に文部省が
設置され、明治５年（1872年）に初めての全国規模の近代教育法令である「学制」が公布されました。
「学制」は身分の区別無く全ての国民が教育を受けられる学校を全国に設置するもので、群馬の地で
も教員養成が急務となりました。このような経緯で「小学校教員伝習所」が設立されたのです。その
後、大正４年（1915年）に「桐生高等染織学校」や、昭和18年（1943年）に「前橋医学専門学校」が
設立され、これら３校を継承する学校を包括して、昭和24年（1949年）に群馬大学が誕生しました。
こうして本学は、群馬県の教育、産業、医療を支える人材を養成する機関として、今日までに約８万
人もの学生を世の中に送り出しています。
　さて、世の中は産業革命、グローバル化、エネルギー革命など常に未来へ進んでいます。現在は、
Society 5.0と呼ばれているサイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、経済
発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会を目指しています。本学も、これを実現するた
め令和３年（2021年）に情報学部を新設し、理工学部を改組しました。また、全ての学生にICTリテ
ラシーを提供するとともに、学生・研究者の研究活動をデータサイエンスで支援しています。その他、
教員、医師、看護師、技術者などの専門家を養成する大学として、共同研究やリカレント教育などに
よる産業振興の要として、重粒子線治療を始めとする先進医療を提供する地域の中核病院として地域
と共に歩んできました。また、世界に目を向けると、気候変動、パンデミック、軍事侵攻など不安に
溢れています。グローバル化した社会では、日本から遠く離れた地域の問題であっても、地球上で共
に生きる人類として協力しなければ明るい未来はありません。
　群馬大学は、これからも地域の発展と持続可能な社会の実現を目指しています。このため、我々の
持つ教育・研究機能を最大限発揮し「地域に根ざし、知的な創造を通じて、世界の最先端へとチャレ
ンジし、21世紀を切り拓く大学へ」成長し続けることを誓います。

国立大学法人群馬大学長

石崎　泰樹
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周年事業について

群馬大学の歩み

暢発学校 桐生高等染織学校 医学部基礎本館

群馬大学は、令和５年に本学の起源である
「小学校教員伝習所」設立から150周年を迎えます。

　これを記念して「創基150周年記念事業」を開催します。この事業は令和５年（2023年）11月
25日（土）、26日（日）に荒牧キャンパスにおいて記念式典等を開催するとともに、年間を通し
て関連事業を実施します。この機会に本学の活動を積極的に発表しますので、皆さま方には本
学をより身近に感じていただければ幸いです。
　これまで群馬大学は、教員、医師、看護師、技術者などを養成する大学として、共同研究な
どによる産業振興の要として、先端医療を提供する中核病院として地域とともに歩んできまし
た。この事業をきっかけにさらに地域との絆を深め、群馬県の活性化に貢献してまいります。
　皆様方には、引き続き本学へのご理解とご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

創 基 現 在群馬大学開学

1873
小学校教員伝習所
（暢発学校）

1876
群馬県師範学校

1949
群馬大学 学芸学部

1966
教育学部

2020
共同教育学部

1993
社会情報学部

1943
前橋医学専門学校

1948
前橋医科大学

1949
群馬大学 医学部

1996
医学部医学科
医学部保健学科

1915
桐生高等染織学校

1949
群馬大学 工学部

1944
桐生工業専門学校

2021
情報学部

2013
理工学部
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群馬大学創基150周年記念事業への
ご寄附のお願い

寄附申込方法

　地域に貢献し、魅力ある大学を目指す群馬大学へご支援をお願い申し上げます。
　ご寄附は「創基150周年記念事業」や学生支援を含む「大学運営全般に係る事業」に活用させてい
ただきます。また、ご寄附をいただいた方には、感謝を込めて寄付金額に応じて「銘板」への氏名掲
載や「感謝状・オリジナルグッズ」を贈呈いたします。

「書面」又は「インターネット」の２つの方法がございます。
群馬大学基金ホームページの「寄附申込方法」画面からお申込みいただけます。 

クレジットカード決済・コンビニ決済・銀行振込決済　対応

群馬大学基金に関するお問合せ先

寄付金額 オリジナルグッズ

寄附者全員 クリアファイル

10万円以上 撥水風呂敷 or 保冷温バッグ

50万円以上 テーブルセンター

100万円以上 撥水風呂敷＋テーブルセンター

※オリジナルグッズは、変更となる場合があります。

群馬大学基金Webサイト

https://kikin.gunma-u.ac.jp/html/method.html

検索群馬大学基金

ご寄附については、税制上の優遇措置が受けられます。

◎個人からのご寄附（所得税法第78条第２項第２号）

・所得税の控除

　（所得控除）控除額＝寄附金額－2,000円

・個人住民税の控除

　（県民税控除）控除額＝（寄附金額－2,000円）×４％

◎法人からのご寄附（法人税法第37条第３項第２号）

・全額損金算入が可能です。

総務部総務課基金係　TEL：027-220-7018　E-MAIL：kikin@jimu.gunma-u.ac.jp

※詳細は基金HPにて
ご確認ください。

https://kikin.gunma-u.ac.jp/html/tax.html


